実践報告-【特集】COVID-19と「移動する子ども」 コロナ禍における「わにっ子ひろば@Zoom」での実践 JSL中高生の活動と実践者がともに学んだこと by 塩田 紀子 et al.
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回 日付 参加者 活動内容
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今回オンラインという新しい形の「ひろば」を形作ったことで，「ひろば」の活動の可能性が
広がったことは大きな収穫であった。残念ながら今回の活動の実践者はいずれも対面式の「ひ
ろば」を経験したことがない。今後対面式の「ひろば」を経験し，オンラインの活動と比較す
ることで，更に充実した活動が展開できると考える。
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